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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

一
般
乘
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旅
客
自
動
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送
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
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五
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田 

春 

夫 

 

一 

 



 

三 

 

昭
和
二
十
二
年
道
路
運
送
法
施
行
に
よ
り
、
現
在
首
都
東
京
都
に
お
け
る
一
般
乘
用
旅
客
自
動
車(

十
人
乘
以
下)

運
送
事

業
者
の
数
は
二
百
三
十
数
社
を
算
し
、
そ
の
合
計
車
両
台
数
は
六
千
八
百
台
の
ほ
ぼ
都
下
交
通
需
要
量
の
マ
キ
シ
マ
ム
に
至

ろ
う
と
す
る
や
に
考
え
ら
れ
る
と
き
に
あ
た
り
、
最
近
一
部
大
企
業
者
の
企
業
拡
大
及
び
増
車
台
数
制
限
の
意
図
に
よ
り
中

小
企
業
体
経
営
組
織
を
分
裂
せ
し
め
る
等
の
実
力
行
使
手
段
に
よ
り
右
の
目
的
を
遂
行
す
る
業
者
が
発
生
し
、
た
め
に
公
共

事
業
た
る
ハ
イ
ヤ
ー
、
タ
ク
シ
ー
の
免
許
目
的
が
無
意
味
と
な
り
未
曾
有
の
混
乱
状
態
に
あ
る
や
に
そ
く
聞
す
る
が
、
道
路

運
送
法
の
運
用
の
実
体
に
関
し
左
の
事
項
に
つ
き
政
府
の
詳
細
な
る
回
答
を
願
い
た
い
。 

、

一 

明
昭
和
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の
東
京
都
下
に
お
け
る
交
通
需
要
量
を
過
去
三
箇
年
間
の
需
要
増
加
要
求
量
の

率
を
基
準
と
し
て
推
定
量
を
正
比
例
に
想
定
す
る
と
き
は
、
ハ
イ
ヤ
ー
、
タ
ク
シ
ー
の
供
給
量
の
妥
当
な
る
台
数
は
最
高

幾
千
台
と
思
考
す
る
や
。 

二 

右
の
予
定
最
高
台
数
の
供
給
量
に
到
達
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、
既
免
許
事
業
者
に
そ
の
供
給
量
を
求
む
る
を
可
と
す
る 

一
般
乘
用
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

、 

 



 

三 

最
近
の
事
業
者
の
経
営
内
容
は
、
実
質
的
に
は
全
事
業
者
の
約
六
〇
％
は
そ
の
働
き
の
分
量
に
お
い
て
利
益
分
配
が
な

さ
れ
る
と
す
る
企
業
組
合
的
か
、
又
は
相
互
株
式
会
社
的
に
経
営
者
及
び
株
主
（
車
両
主
と
称
す
る
か
に
聞
く
。
）
と
の

間
に
利
益
の
分
配
を
行
い
、
約
二
五
％
は
経
営
代
表
者
個
人
と
他
の
株
主
と
の
間
に
相
互
会
社
的
に
利
益
を
分
配
し
、

約
一
〇
％
は
会
社
経
営
と
は
表
面
形
態
の
み
で
あ
つ
て
、
実
態
は
一
個
人
に
よ
つ
て
経
営
せ
ら
れ
、
他
の
五
％
は
戰
時
統

合
の
惰
性
に
よ
つ
て
や
や
一
般
産
業
に
見
る
株
式
会
社
法
に
よ
る
経
営
を
営
む
や
に
聞
く
が
、
政
府
は
中
小
企
業
を
基
幹

と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
わ
が
国
産
業
の
実
体
並
び
に
該
事
業
の
有
す
る
公
共
性
の
要
求
度
に
か
ん
が
み
、
い
か
な
る
経
営

形
態
が
該
企
業
の
健
全
性
及
び
永
続
性
を
最
高
度
に
発
揚
せ
し
め
、
も
つ
て
公
共
の
利
便
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
せ
し
め
る

形
態
な
り
と
考
え
る
か
、
更
に
将
来
に
お
い
て
理
想
形
態
と
し
て
一
單
位
の
経
営
体
の
保
有
す
べ
き
車
両
の
最
少
限
度
台 

や
、
あ
る
い
は
新
規
免
許
予
定
者
の
導
入
に
そ
れ
を
求
む
る
や
、
又
は
両
者
に
そ
れ
を
求
む
る
と
す
る
意
思
あ
る
場
合
に

お
い
て
は
、
前
両
者
に
対
し
て
は
そ
の
比
率
は
ど
う
か
、
更
に
既
免
許
業
者
間
に
お
け
る
増
車
の
比
率
は
そ
の
保
有
台
数

に
対
し
正
比
例
に
求
む
る
や
、
又
、
逓
減
的
に
求
む
べ
き
や
ど
う
か
。 

四 

 



 

四 

道
路
運
送
法
第
六
條
第
一
項
第
二
、
第
三
及
び
第
四
号
と
関
係
せ
し
め
て
同
法
第
三
十
六
條
を
民
主
的
立
憲
資
本
主
義

国
家
の
條
件
下
に
お
い
て
同
法
を
解
釈
す
る
と
き
は
、
過
去
数
十
年
間
に
及
ん
で
該
事
業
の
経
験
を
有
す
る
者
の
集
合
に

よ
つ
て
形
成
せ
ら
れ
た
る
相
互
株
式
会
社
的
経
営
体
が
全
経
営
体
の
過
半
数
を
占
め
る
現
況
に
か
ん
が
み
、
そ
れ
ら
を
名

義
貸
行
為
と
認
定
す
る
以
前
に
該
企
業
者
を
し
て
企
業
組
合
、
相
互
株
式
会
社
、
株
式
会
社
、
及
び
個
人
等
の
各
種
経
営

形
態
に
再
編
し
、
弱
小
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
事
業
協
同
組
合
の
結
成
を
奨
励
す
る
等
そ
の
内
容
を
堅
実
化
す
る
と
と
も

に
大
企
業
化
の
方
向
に
移
行
せ
し
む
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
は
ど
う
か
。
又
、
名
義
貸
と
は
何
か
。
数
種
の 

数
は
何
台
か
。 

過
去
及
び
将
来
に
わ
た
り
こ
こ
一
、
二
年
は
社
会
的
内
容
に
お
い
て
急
激
な
る
変
化
は
な
か
つ
た
し
、
又
あ
り
得
な
い

も
の
と
考
え
ら
れ
、
従
つ
て
昭
和
二
十
五
年
五
月
二
日
石
野
久
男
議
員
に
対
す
る
回
答
の
ご
と
く
免
許
、
基
準
台
数
な
る

も
の
が
な
く
、
そ
の
都
度
免
許
台
数
が
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
よ
う
な
無
計
画
性
を
立
証
す
る
よ
う
な
回
答
は
許

さ
れ
な
い
と
信
ず
る
。 

五 

 



 

五 

先
般
商
法
改
正
に
伴
い
株
式
の
裏
書
讓
渡
制
限
の
撤
廃
が
行
わ
れ
、
株
式
の
有
価
証
券
性
が
強
く
主
張
さ
れ
る
に
至
つ

た
結
果
、
当
該
事
業
の
株
式
が
一
般
公
開
せ
ら
れ
、
そ
の
株
式
は
何
人
の
手
に
も
自
由
に
入
る
結
果
と
な
り
、
あ
る
特
定

人
が
あ
る
特
定
事
業
者
の
経
営
権
の
獲
得
を
意
図
す
る
と
き
は
安
易
に
現
在
の
経
営
陣
を
変
化
せ
し
め
う
る
結
果
と
な 

り
、
し
か
る
と
き
は
当
初
免
許
基
準
に
お
い
て
要
求
せ
ら
れ
た
る
経
営
手
腕
の
有
無
を
判
定
せ
る
人
的
構
成
の
要
素
は
全

く
無
意
味
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
は
ど
う
か
。 

六 

将
来
資
材
及
び
燃
料
が
統
制
廃
止
せ
ら
れ
た
り
と
仮
定
す
る
と
き
に
お
い
て
、
該
事
業
の
免
許
制
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
主

た
る
要
因
は
何
か
。 

七 

過
去
、
現
在
に
わ
た
り
該
事
業
の
公
共
性
に
か
ん
が
み
政
府
は
、
該
事
業
の
免
許
制
を
採
用
し
き
た
つ
た
と
考
え
る 

が
、
政
府
は
、
こ
の
事
業
に
対
し
外
車
配
分
、
燃
料
配
給
、
融
資
順
位
の
決
定
等
に
関
し
他
の
非
公
共
性
産
業
に
比
し
な

ん
ら
の
優
位
を
も
與
え
な
か
つ
た
と
考
え
る
が
、
将
来
の
対
策
は
ど
う
か
。
特
に
こ
れ
ら
の
事
業
者
の
現
在
有
す
る
車
両 

経
営
内
容
を
挙
げ
説
明
せ
ら
れ
、
並
び
に
名
義
貸
の
不
可
と
す
る
反
社
会
的
理
由
を
説
明
せ
ら
れ
た
い
。 

六 

 



 

 

七 

、 

の
平
均
年
令
は
、
十
五
年
平
均
程
度
の
老
朽
車
を
も
つ
て
運
行
せ
ら
れ
あ
る
現
況
に
か
ん
が
み
、
早
急
な
る
車
両
入
換
え

の
要
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
講
和
後
に
お
い
て
外
車
導
入
に
際
し
い
か
な
る
購
入
機
関
の
経
路
に
よ
つ

て
い
か
な
る
代
金
決
済
の
方
法
に
よ
つ
て
導
入
さ
れ
る
か
、
又
、
こ
れ
ら
引
取
り
に
関
し
銀
行
融
資
等
の
あ
つ
旋
が
な
さ

れ
る
か
ど
う
か
。
具
体
的
方
法
は
ど
う
か
。 

右
質
問
す
る
。 

、 


